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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 39,31 39,47 +0,16 39,06 +0,41

USD / BRL Spot BRL 3,1177 3,1030 -0,0147 3,1787 -0,0757

USD / JPY Spot JPY 122,54 122,50 -0,04 124,15 -1,65

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.014 53.081 +67 52.760 +321

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 263,8 259,9 -3,9 235,5 +24,4

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,67 12,62 -0,05 12,22 +0,40

DI Future Oct16（金利先物） % 14,23 14,16 -0,07 13,53 +0,63

3 Months US Dollar Libor % 0,284 0,284 +0,000 0,284 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 223,6 227,2 +3,6 223,2 +4,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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本日はレアル相場の中長期見通しを記します。

予想レンジ 今後半年 ２．９０－３．２５ 今後１年 ２．９０－３．３０

レンジ見通しは前回から据え置き、レアル安が進行した場合の水準としては引き続き３．３０前後を見込む。

レアル相場は先月１日に一時３．２１台半ばまでレアル売りが進行する局面も見られたが、その後は比較的

落ち着いた展開が続き、３．１０を挟んで方向感のない時間帯となっている。今後の相場材料としては次の

２点に注意を要したい。①ギリシャ問題：ギリシャと債権団の協議は依然として流動的であり、７月５日の

国民投票まであらゆるリスク（特にユーロ圏を離脱した場合）に備える必要があるが、レアルを含む新興国

通貨への現時点の影響という観点では、限定的なものに留まると見ている。市場の関心はギリシャ危機

そのものではなく、その危機がユーロ圏全般に拡大し、新興国を含むグローバルな金融システムの混乱を

招くかどうかにあると考えられるため、より備えるべきはこのシナリオが現実となった場合であろう。②米利上

げ観測：前回のFOMC会合にて政策金利見通しの分布全体が下方シフトしたため、市場が織り込む利上

げ確率も呼応する形で低下した。今週２日に公表される６月雇用統計が前月に続いて強い数字となった

場合に、どの程度ドル買いトレンドへ回帰するか。レアルを取り巻く外部環境に注視する必要があろう。


